
誠
心
誠
意
、政
策
で
。

衆議院議員候補
公明党推薦

こ
の
３
年
間
、外
務
副
大
臣
と
し
て

ダ
ッ
カ
テ
ロ
事
件
現
地
本
部
長
を
務
め
た
ほ
か
、

北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応
や
、中
国・韓
国
と
の
関
係
改
善
も
含
め
た
、

「
平
和
を
創
る
外
交
」を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、資
源
の
な
い
日
本
が
戦
争
の
爪
痕
か
ら
立
ち
直
り
、

国
際
舞
台
に
復
帰
で
き
た
原
動
力
は
、教
育
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

誰
も
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
よ
う「
幼
児
教
育
を
無
償
化
」し
ま
す
。

政
治
は
ゲ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。身
勝
手
な
政
治
家
が
横
行
す
る
今
、

「
誠
心
誠
意
、政
策
で
」、こ
れ
か
ら
も
愚
直
に
取
り
組
み
ま
す
。

私
の
取
り
柄
は「
政
策
」と「
行
動
」。

有効求人倍率はバブル期越えの 1.5 倍、正社員も初の 1倍を超えました。

企業収益も過去最高の水準となり、景気回復は戦後 2番目となる長さで継続し

ています。しかし、まだまだ実感が伴っていません。今後更に、低中所得層の

所得の底上げを通じた消費の活性化を図るとともに、抜本的な生産性の向上に

向けた成長戦略の充実、更に、中長期的な日本経済の体力向上のため、女性の

活躍推進や勤労者の学び直し機会の確保などの人材投資を充実させます。

地域においては、踏切・道路渋滞の解消、モノレールの延伸等を進めます。

日本は世界一の長寿大国となりました。しかし、まだ平均寿命と健康寿命には

差があります。この差を縮小させ、次は、世界第一の「健康長寿社会」を

目指します。そのために、地域包括ケアシステムの確立、生涯保健・健診事業

の充実、予防先制医療の充実等に取り組みます。

また、健康長寿社会実現のためには、支え手となる「若い世代」の活力が

不可欠です。このため、幼児教育・保育の無償化、高等教育への支援など

子育て世代の負担軽減に取り組みます。

平和は自然と湧いてくるものではありません。

ASEANやインド、オーストラリア等との連携、中国・韓国等の近隣諸国との

関係改善、日米同盟の強化等を通じて「平和を創る外交」を進めます。

北朝鮮に対しては、国際社会による隙のない圧力の構築を日本が主導しつつ、

「対話のための対話」ではなく「意味ある対話」を実現すべく、徹底した外交

努力によって解決を図ります。同時に、いかなる状況でも国民を守れるよう、

ミサイル防衛システムを重層的に整備していきます。

　　「強い経済」の実現１

　　「平和を創る外交」で北朝鮮から
　　国民を守り抜く。
２

～健康長寿社会作り & 子育て支援
　　「高齢者も若者も元気に」３

きはらせいじ
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「
暮
ら
し
や
す
い
地
元
」に
向
け
、

街
づ
く
り
に

全
力
投
球
し
ま
す
。

　

私
達
の
暮
ら
す
武
蔵
村
山
、
東
大
和
、
東

村
山
、
清
瀬
、
東
久
留
米
の
各
市
は
緑
と
澄

ん
だ
空
気
に
恵
ま
れ
、
都
心
へ
の
利
便
性
も

高
い
地
域
で
す
。
こ
の
地
元
を
更
に
暮
ら
し

や
す
い
街
へ
と
導
く
た
め
、
地
元
市
長
さ
ん

と
連
携
し
て
、
引
き
続
き
以
下
の
通
り
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

第
一
は
、
都
市
基
盤
整
備
。
踏
切
・
道
路
渋
滞
の
解
消
、
無
電
中

化
推
進
、
武
蔵
村
山
市
へ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
、
東
村
山
駅
周
辺
立

体
高
架
事
業
の
迅
速
化
、東
久
留
米
市
上
の
原
地
区
再
開
発
の
推
進
、

東
大
和
市
は
じ
め
地
域
の
雨
水
・
溢
水
対
策
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
二
に
、
地
元
経
済
の
振
興
。
商
店
街
活
性
化
、
特
に
空
き
店
舗

対
策
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
承
継
の
支
援
、
首
都
圏
へ
の

展
開
・
進
出
を
目
指
す
地
方
企
業
の
地
元
誘
致
、
そ
し
て
、都
市
農
業

の
維
持
・
発
展
の
た
め
の
制
度
改
善
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
2
0
2
0
年
T
O
K
Y
O
オ
リ
パ
ラ
大
会
の
際
の
地
元

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
の
推
進
で
す
。「
オ
リ
パ
ラ
の
感
動
を
地
元
の

子
ど
も
達
に
！
」
の
合
言
葉
の
元
、
外
務
副
大
臣
時
代
の
人
脈
を
活

か
し
、
既
に
東
村
山
市
が
中
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定
し
て
お
り
、

武
蔵
村
山
市
は
じ
め
他
の
市
に
お
い
て
も
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
四
に
、
地
域
福
祉
向
上
。
健
康
長
寿
社
会
作
り
の
た
め
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
国
有
地
を
活

用
し
た
保
育
施
設
整
備
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
清
瀬
市
の
世
界
医

療
遺
産
登
録
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
平
和
を
創
る
外
交
」で
、

守
り
抜
き
ま
す
。

〜
ダ
ッ
カ・テ
ロ
事
件
、北
朝
鮮
〜

　

2
0
1
6
年
７
月
、外
務
副
大
臣
と
し
て
、

日
本
人
７
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
ダ
ッ
カ
・
テ
ロ

事
件
の
現
地
対
策
本
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

日
本
の
O
D
A
事
業
を
通
じ
て
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
発
展
の
た
め
働
い
て
い
た
、
バ

ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の「
友
人
」が
犠
牲
と
な
っ

た
テ
ロ
で
あ
り
、
平
和
や
安
全
は
「
当
た
り

前
」
で
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
、
わ
が
国
は
、
北
朝
鮮
と
い
う
切
迫
し
た
脅
威
に
立
ち
向
か
っ
て

い
ま
す
。「
北
朝
鮮
の
立
場
に
た
っ
て
対
話
を
」、「
も
っ
と
融
和
的
に
」

と
い
っ
た
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
邪
悪
な
意
思
に
恭
順
の
心
で
接
し

て
も
裏
切
ら
れ
る
こ
と
は
、
昨
年
の
テ
ロ
事
件
を
含
め
明
ら
か
で
す
。

必
要
な
の
は
、「
対
話
の
た
め
の
対
話
」
で
は
な
く
、
国
際
社
会
一
致

し
た
隙
の
な
い
「
圧
力
」
で
あ
り
、「
圧
力
」
を
通
じ
て
北
朝
鮮
を

「
意
味
あ
る
対
話
」
の
場
に
引
き
出
せ
る
よ
う
、
そ
の
構
築
に
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

　

同
時
に
、
イ
ー
ジ
ス
艦
や
P
A
C
3
の
充

実
に
加
え
、
更
に
重
層
的
な
徹
底
し
た
ミ
サ

イ
ル
防
衛
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
昨
年
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
た
め
の

補
正
予
算
に
反
対
し
た
野
党
の
皆
さ
ん
に
そ

の
気
概
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
米
・
韓
は
も
ち

ろ
ん
、
中
・
露
を
巻
き
込
ん
だ
外
交
努
力
し
か
解
決
の
道
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
治
の
安
定
、
経
験
が
不
可
欠
。

　

外
交
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
た
者
と
し
て
、拉
致
問
題
を
含
め
、
引

き
続
き
汗
を
か
い
て
い
き
ま
す
。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

元
外
務
副
大
臣
。財
政・金
融
全
般
、外
交
政
策
、社
会
保
障・行
革
、都
市
農
業
な
ど

幅
広
く
活
動
を
展
開
。１
９
７
０
年
６
月
東
京
生
ま
れ
。私
立
武
蔵
高
校
、東
京
大
学
法
学
部
、

ロ
ン
ド
ン
大
学　
　
　

修
士
卒
業
。

平
成
５
年
大
蔵
省
入
省
。

平
成　

年
９
月
衆
議
院
初
当
選
。

著
書
に「
英
国
大
蔵
省
か
ら
見
た
日
本
」（
文
春
新
書
）

１７

L
S
E


